
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇児童生徒の主体的な学びの充実による
思考力・判断力・表現力の向上

〇学習アンケートの「自己決定力」の項目に
おいて，肯定的な回答をする児童生徒70％
以上。

・授業の中で，児童生徒が自ら目標を立て，
他者や条件に配慮しつつ解決していく活動
を取り入れ，授業改善を図る。

Ｂ

・アンケート調査の結果より，「自己決定力」の項
目において，肯定的な回答をする児童生徒は約
50％だった。自分一人で活動することが不安であ
る児童生徒が多いので，より自分で決めて解決し
ていく活動を取り入れていく。 Ｂ

・児童生徒が自分の考えを表現する活動を取り入れた
授業を行っている教職員は100％であり，表現活動に
参加しようとしている児童生徒は95％，考えをわかりや
すく説明しようとしている児童生徒は83％だった。しか
し，「自己決定力」の項目については，肯定的な回答を
する児童生徒は約50％であった。自信につながるよう
に，やっていることの価値づけを行っていきたい。

Ｂ

・子供同士で話し合っている姿をよく見る。自分を表現
できる機会があるのはすばらしい。
・主体的な学びや行動が確認でき，取り組みが進んで
いる。
・自己決定力は小さなことの積み重ねである。今後も
サポートをお願いします。
・グループ活動はできているが，個々の実力が足りな
いのではないか，基礎基本の定着をお願いしたい。

・研究主任
・学力向上対策コーディ
ネーター

●児童生徒が，自他の生命を尊重する心，
他者への思いやりや社会性，倫理観や正義
感，感動する心など，豊かな心を身に付ける
教育活動

○アンケートにおいて，「命や思いやりの大
切さについてしっかりと考えることができて
いる」と回答する児童生徒90％以上

・教育活動の中で，ほめる（認める）機会を
大切にし，児童生徒の自己肯定感を高め
る。
・各学年の発達段階に応じた道徳科の授
業，人権・同和教育「心のひろば」を実施し，
児童生徒の人権意識を高める。

Ｂ

・ 各ステージ内で連携協働しながら，様々な教育
活動や平和をテーマとした「心のひろば」を通し
て，ほめる（認める）機会を作ることができている。
ふれあい道徳などを活用して，さらに道徳的価値
観や人権意識にふれる機会を設けていきたい。

Ａ

・各ステージ内で連携協働しながら，様々な教育活動
や平和をテーマとした「心のひろば」を通して，ほめる
（認める）機会を作ることができた。
・ふれあい道徳などを活用して，さらに道徳的価値観
や人権意識にふれる機会を設けていった結果，「命や
思いやりの大切さ」についてのアンケートで肯定的な回
答が96％だった。

Ａ

・人への思いやりの大切さは，常日頃から教える
必要があります。
・ふれあい道徳等を通して，人権意識が高められ
ている。
・SNSなどで傷ついている子供たちがいないか気
にかけてほしい。

道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者
各担任

●いじめの早期発見，早期対応に向けた取
組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義，いじめの防
止等のための取組，事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教員
90％以上

・本校のいじめ防止対策基本方針をもとに，
いじめの定義，覚知，認知及び対応につい
て共通理解を図り，全職員で対応する。
・定期的に心のアンケートや教育相談を実
施し，いじめの早期発見を行う。

Ｂ

・心のアンケートを実施し，その結果を管理職を含
めた各ステージ職員に回覧することで，共通理解
を図ることができた。いじめに該当する事案発生
後の対応をステージや学年関係なく職員で再度確
認し，早期に対応できるように校内の体制を整え
ていきたい。

Ａ

・アンケートの結果，いじめ防止について組織的対
応ができていると回答した職員が100％であった。
しかし児童生徒へのアンケートで児童生徒からの
相談に教職員が対応できていないとの回答もあっ
たため，次年度は児童生徒への対応に重点を置
きたい。

Ａ

・思いやりのある子供たちです。
・今後も信頼関係をつないでもらいたい。
・いじめの芽は早く摘むように努めてもらいたい。
・見えないいじめもあると思うので，子どもたちの
話をよく聞いてもらいたい。

生徒指導主事
各担任

●◎児童生徒が夢や目標を持ち，その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒70％以上
●◎「将来の夢や目標をもっている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・様々な教育活動で意図的に出番をつくり，
役割を計画的に与え，活動に対して的確に
承認していく。

Ｂ

・各クラスの学級活動やそれぞれのステージでの
取り組み，たてわり活動等を通して，発達段階に
応じた適切な教育活動を行うことができている。主
体的に取り組もうとする意欲を高められるよう手立
てをとっていきたい。

Ａ

・学校行事やステージでの活動（集会等），学級活
動において，意図的に出番をつくり，役割を計画的
に与え，承認した結果として，「先生が自分を認め
ている」と答えた児童生徒が90％，「将来の夢や目
標をもっている」と答えた児童生徒が81％であっ
た。今後も継続していきたい。

Ａ

・子供たちの自主性を尊重されていると思う。
・先生たちは子供たちのことをよく見てくださってい
ると思う。
・子供たちが自信をもてる教育活動になっていると
思う。

各ステージリーダー
各担任

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で420分以上の児童（前期課程）60％
以上，生徒（後期課程）80％以上

・ウォーキングチャレンジ週間を年２回実施す
る。
・外遊びの道具を充実させる。
・体育の授業や南郷マッチにおいて児童生徒が
自主的な準備や計画を行えるように計画する。
・チャレンジゾーンを健康委員会が作り，児童生
徒が体力向上に関心をもてるようにする。
・スポーツチャレンジを職員に周知する。

Ｂ

・アンケートにおいて授業以外で運動やスポーツを行う
時間が１週間で420分以上の児童（前期課程）60％，生
徒（後期課程）65％で目標を達成していない。
・チャレンジゾーンを保体部で作製したり，スポーツチャ
レンジの結果を掲示した。
・今後は，チャレンジゾーン，スポーツチャレンジの実
施状況を児童生徒に知らせ，自主的に運動やスポー
ツをしようとする児童生徒の割合を高めていきたい。

Ｂ

・アンケートにおいて授業以外で運動やスポーツを行う
時間が１週間で420分以上の児童（前期課程）60％，生
徒（後期課程）65％で目標は達成できなかった。
・学校は児童生徒の運動習慣がつくように，部活動や
昼休みなど運動の機会を提供しているかで肯定的な
回答をした保護者は79％だった。
・チャレンジゾーンを作ったり，スポーツチャレンジの実
施状況を学年ごとに掲示したりした。

Ｂ

・歩いて登校する子供たちが減ったので，それだ
けでも運動不足になっていると思う。
・昼休みに先生も子供たちと遊んだり，運動したり
する時間があればと思う。
・１週間420分の根拠は何でしょうか。前期課程の
60％は少なすぎると感じる。

体育主任
体育副主任
各担任

○感染症予防教育の充実 〇「手洗い・うがいの習慣がついている」と回
答する児童生徒の割合が90％以上

・健康委員会による呼びかけやポスター作
成の支援を行う。
・発達段階に応じて保健指導を定期，日常
的に行い，学期末のアンケートにて調査を
行う。

Ｂ

・アンケート調査の結果より，手洗い・うがいを習慣化
できていると答えた児童生徒の割合は92％であった。
手洗い場へのポスターを新調し，個人への声かけを
行ったが，全体への指導ができていないため，今後も
委員会活動の一環としても，手洗いうがいの効果につ
いて伝えていきたい。

Ｂ

・アンケート調査の結果より，手洗い・うがいを習慣
化できていると答えた児童生徒の割合は87％で
あった。しかし，実際に正しくできているのかにつ
いては十分ではないため，今後職員や健康委員
会とも協力し，習慣化を目指したい。

Ｂ

・保護者へも感染症の情報共有を行い，学校・家
庭が共に対策をしたらよいと思う。
・確実に，うがい・手洗いなどに取り組んでもらいた
い。

養護教諭
保健主事

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守

・毎週水曜日を定時退勤日とし，定時退勤を促
す。
・平日の部活動指導を週３回までとする。
・業務内容を幅広い視点で見直すことで，分掌
内で効率的かつ協働的に業務が進められるよう
にする。

Ｂ

・水曜日を定時退勤としていることで，いつもより早く退
勤するよう意識している職員が多い。
・平日の部活動指導は，週４回のときでも複数の職員
で分担して指導することができた。
・保護者との連絡方法におけるICTの活用，会議等の
時間短縮などにより，業務改善を行った。

Ｂ

・「業務効率化・時間外在校等時間の削減」という意識
をもち，業務改善に向けて取り組んでいるか」というア
ンケート項目において，肯定的な回答をした職員は
71％であった。また，時間外勤務の平均時間が月45時
間以上になった職員は全体の約36％であり，昨年度の
46％より減らすことができた。

Ｂ

・よい指導をするには，しっかりと休養を取ることが
大切です。さらなる業務改善・時間外削減に努め
てもらいたい。
・難しい問題だと感じる。

管理職（教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○自律的に判断し，活動す
るステージ経営

〇ステージリーダーを中心とした各ステージ
経営の充実

〇教職員のステージ経営の充実及び満足
度90％以上

・ステージ経営方針に沿って，OJTを核とした共
通理解と実践を図る。
・ステージに関わる全教職員でステージを経営し
ていく意識を醸成するためにも，ステージ部会の
充実を図る。

Ｂ

・ステージ部会の中で，教科指導や学級経営，各
クラスの現状等について情報共有し，児童理解に
つなげることができている。ステージ間の情報共
有までできるようにしていきたい。

Ａ

・ステージ部会で，情報共有や計画立案等の話し合い
を効果的に行うことができた。役割分担をすることでそ
れぞれの教職員がステージ経営に自ら関わっていた。
「ステージ部会の内容が充実している」と答えた教職員
は100％であり，目標を達成できた。

Ａ

・取り組み数値は達成されており，今後も充実を
図ってほしい。

各ステージリーダー

○コミュニティ・スクールとし
ての活動の深化

〇コミュニティスクールとしての活動の周知
や啓発

〇保護者や地域におけるコミュティスクール
としての活動内容の認知度80％以上

・周知と啓発を図るために，学校だよりや学
校HP，コミュニティスクールだより等を通して
積極的に情報を発信する。

Ｂ

・学校だよりやコミュニティ・スクールだよりを発行
し，地域全世帯に配布した。
・学校HPを更新を増やし，積極的に情報を発信し
ていきたい。 Ａ

・アンケートの結果，保護者におけるコミュニティ・ス
クールの活動の認知度96％，地域と連携した活動は
地域・学校の双方にとって充実している91％で目標を
達成した。
・学校だよりやコミュニティ・スクールだよりの発行など
で，コミュニティ・スクールとしての活動を周知すること
ができた。

Ａ

・学校だよりなどにより，学校や子供たちの状況が
よく分かり，地域としての一体感も増している。
・タイワンツバメシジミ保護活動や大野岳林道清掃
など，充実した取り組みがなされている。

管理職（副校長）

○一人ひとりのニーズに応
じた個別指導の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援学級および通常学級において支
援を要する児童生徒への指導・支援の充実
が図られたと実感する教職員80％以上

・校内においてケース会議や児童生徒の見
取りを行い支援する。
・関係機関を招聘しての職員研修を充実さ
せ，「誰でもできる特別支援教育」を目指す。 Ｂ

・来年度２名の児童が退級と通級をする方向で就
学支援を行った。
・エリアリーダーに連絡し，職員研修を行ったり巡
回相談を実施し，県派遣の専門家に相談した。 Ａ

・来年度２名の児童が退級と通級をする方向で就学支
援を行った。新６年の保護者に，来年度の流れの説明
をした。
・エリアリーダーに連絡し，職員研修を行ったり巡回相
談を実施したりした。また，県派遣の専門家に相談し，
支援に生かした。

Ａ

・指導・支援は充実している。
・先生方も研修会などで勉強されている。 特別支援教育コーディネー

ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立南波多郷学館

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・　自己決定力を高めるような取り組みの工夫をするとともに，学習の礎となる基礎基本の定着を図っていく。
・　コミュニティ・スクールの認知度や充実度は高い。今後は，本校の教育目標等の周知にも努めていきたい。
・　働き方改革の推進については，業務改善に向けた職員の意識の醸成や組織的としての具体的な方策を講じながら，更なる変革を進めていく必要がある。
・　南波多郷学館９年プランの【発展期】（開校７～９年）である。
　　到達目標６：校区外から郷学館への就学希望がある・・・義務教育学校としての南波多郷学館の取り組みを発信していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・南波多郷学館９年プランの【充実期】（開校４～６年）の最終年度である。
　到達目標３：郷学館で学べば児童生徒の力が確実に伸びる・・・「南郷チャレンジ」「ラインズタイム」の取組を計画的に進めたり，授業において話合う活動を取り入れたりすることで学力向上を図った。
　到達目標４：郷学館に勤務すれば教職員の指導力が確実にアップする・・・ステージ経営の充実を図りながら同僚性を高め，共通理解と共通実践のもと学習指導や生徒指導において指導力を向上させた。
　到達目標５：郷学館の教育活動が南波多の教育振興につながる・・・地域と学校の連携のもとに行われた様々な活動は広く認知され，地域と学校の双方にとって充実したものとなった。
・働き方改革の推進については，組織としての取り組みの成果はあるとはいえず，今後は，業務改善に向けた意識の醸成や具体的な方策を更に講じながら，変革を進めていく必要がある。

２　学校教育目標 「ふるさと南波多を愛し，夢・志をもつ児童生徒の育成」　～ふるさとに学ぶ　ふるさとを学ぶ　ふるさとの人と共に歩む～

３　本年度の重点目標

１　「夢」を語り・学び続ける郷学館

２　わたしたちの郷学館は，わたしたちが創る（自治的風土の醸成）

３　地域とともに創る郷学館　「コミュニティ・スクール」先進校

４　伊万里の「ひと」と「学校」をつなぐ


